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１．はじめに

動詞記号素から動詞記号素としてのステイタスを奪う記号素を，非動詞化記

号素と呼ぶ．

（１）Pour cela, elle n’utilise que des produits bio venant d’Aubergne.

（Elle ,７mars２００５, p.７４）

（２）Tu vois cette étoile solitaire perdue dans l’immensité du ciel ?（Guil-

laume Musso, Je reviens te chercher , Collection Pocket,２００８, p.３０７）

（３）J’ai beau chercher , je ne vois pas.（Fred Vargas, Ceux qui vont

mourir te saluent , Collection J’ai lu,１９９４, p.１６８）

（４）Tout en mangeant , il consulte les livres qu’il vient d’acheter.（Ton-

ino Benacquista, Quelqu’un d’autre , Collection Folio,２００２, p.３４３）

たとえば（１）の venant,（２）の perdue,（３）の chercher,（４）の en
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mangeantには，動詞記号素だけでなく，非動詞化記号素も含まれている．

本稿では，フランス語の非動詞化記号素として，現在分詞記号素，過去分詞

記号素，不定詞記号素，ジェロンディフ記号素の四つがあることを示す．そし

て，これらの記号素による非動詞化がそれぞれ，どのようなタイプの非動詞化

であるかを具体的に検討する．

２．事実および概念・用語の確認

２．１．従属の統辞的定義

従属（subordination）は，表意単位の間に見られる階層性（hiérarchisation）

を示すための概念である．文を構成する表意単位（記号素や連辞，連辞素）は，

必ずしも互いに同等の統辞ステイタスを持っているわけではない．

（５）Elle porte un tailleur gris clair ,［...］. （Quelqu’un d’autre , p.２４３）

（５）の un tailleur gris clairはある色合いのスーツ（tailleur）であり，gris

clairはある色調を帯びた灰色（gris）である．この un tailleur gris clairにおい

て tailleurが中心的であるのに対して，unや gris clairは周辺的である．また

gris clairにおいて grisが中心的であるのに対して，clairは付随的である．第

一次分節にはこのような中心性と周辺性，つまり階層性が絶対に必要である．

さもなければ言語表現のほとんどが，記号素の単純な羅列でしかありえなく

なってしまう．たとえば un tailleur gris clairの四つの記号素の意味関係は「単

一性＋スーツ＋灰色＋明るさ」のような概念の平板な並置から，想像や連想に

よって組み立てるしかないことになる．このタイプの伝達手段に限界があるこ

とは言うまでもない．

一方が中心的で他方が付随的な統辞関係を，従属あるいは限定（détermina-
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tion）と呼ぶ．より明確に定義すれば，次の三つの条件が満たされるとき，X

は Yに従属する（Xが Yを限定する）と言われる１．i）Xの出現が Yの存在に

依存する．ii）Xの付加が Yの統辞的ステイタスに本質的な影響を与えない．

iii）発話の他の部分（le reste de l’énoncé）に対してＸが持つ統辞関係が，Y

のそれとは異なる．

（６）Les gamines courent un grand danger .（Sylvie Testud, Gamines ,

Collection Le Livre de Poche, 2006, p.14）

たとえば（６）の unと grandは，dangerに従属している．（６）における

unや grandの出現は，dangerの存在に依存する．実際（６）から dangerを

消去すれば，それにともなって unや grandも（６）から姿を消す．また un

と grandを付け加えることは，（６）における dangerの統辞ステイタス

（courentの直接目的）に本質的な影響を与えない．そして unや grandと発話

の他の部分（les gamines courent ... danger）との統辞関係が，dangerと発話

の他の部分（les gamines courent un grand ...）との統辞関係と異なることは

自明である．

また（６）における dangerは，un grand dangerという連辞の中心部分と

して，動詞の courentに従属している．（６）から courentを除去すれば，danger

はこの文の直接目的であるという存在理由を失うことになる．

（７）Je rentre sur Paris aujourd’hui,［...］.（Fred Vargas, Dans les bois

éternels , Collection J’ai lu,２００６, p.３８８）

１ MARTINET（１９７９）あるいは MARTINET（１９８５）を参照．
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（７）において surと Parisの間にある統辞関係を，従属とは呼ばない．確

かに surの出現はある意味では Parisの存在に依存しているし，逆に Parisの

出現もまた surに依存している部分がある．しかしこれは単なる依存関係では

なく，surを付け加えることは，Parisと発話の他の部分との統辞関係に本質

的な影響を与える．従属という概念は階層性を明確化するためのものである．

その表意単位の存在が他の表意単位のステイタスに影響を与えるような事例

を，従属と見なすべきではない．

（８）Jacques, Charles et François sont saufs.（Marc Levy, Les enfants de

la liberté , Collection Pocket,２００７, p.２９３）

（８）において，Jacques，Charles，Françoisの間にある関係も従属ではな

い．これらは発話の他の部分（...sont saufs）に対して同じ統辞関係にある．こ

のように発話の他の部分に対して同一の統辞関係を持つものは，従属ではなく

等位関係（coordination）にあると言われる２．等位関係にある諸要素は互いに

同じ階層にあるのだから，従属とは別物である．

２．２．表意単位の「切れ目」

言語単位の抽出には換入（commutation）という操作が必要不可欠である．

概略としては，複数の音・言連鎖（X，Y，Zと記号化しておく）を，より大

きな言連鎖の一点で入れ換えて知的な意味の変化が生じるとき，その位置にお

いて X，Y，Zが言語単位（の実現形）として認定される（たとえば［mwa］，

［twa］，［swa］に見られる［m］，［t］，［s］の入れ換え）．以下，表意単位に

ついて検討しておこう．

２ 敦賀（１９９８）を参照．
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表意単位（同じく X，Y，Zと記号化する）が成立するためには，他の表意

単位との区別が必要である．表意単位は Xであるか Yであるか Zであるか，複

数の可能性があるときに限って，Xであることや Yや Zであることに意味が

ある．仮に色彩に赤色しかなかったとしたら，その色を「赤」と呼ぶことに何

か意味があるだろうか．そのような場合には，そもそも「色」という概念すら

明確には存在しえないはずである．また，猫という動物に三毛猫しか存在しな

いとしたら，「猫」の指示対象は「三毛猫」のそれに等しいのだから，「三毛」

の部分には実質的な情報がないことになる．「三毛」という表意単位が意味を

持つためには，ペルシャ猫や黒猫や白猫など，他の「猫の種類」との区別が前

提となっていなければならない．

ある文脈における区別の存在は，その文脈で知的な意味の変化をともなう選

択（X，Y，Zの間の入れ換え）が可能であることによって保証される．Xか Y

か Zかを意図的に選べるということが，X，Y，Zの間に明確な区別があるこ

とを根拠づけるからである．

X，Y，Zを互いに異なる表意単位の実現形だと認定できるのは，X，Y，Z

をある文脈で入れ換えて，そこに知的な意味が変化が生じたときだけである

（必要条件）．この基準に依拠しないかぎり，表意単位と表意単位の間の「切れ

目」がどこにあるかを明確に判定する手段はない．たとえば une jolie filleの

uneと jolieの間に表意単位の「切れ目」があると言えるのは，la jolie filleや

une jeune filleのように，uneあるいは jolieを（ゼロ記号も含めて）他のもの

と入れ換えることができ，そこに知的な意味の変化が生じるからに他ならない．

もし仮に uneの出現には必ず jolieがともない，jolieの出現には必ず uneがと

もなうとすれば，une jolieは連辞ではなく，単一の記号素と見なされるはずで

ある．
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２．３．述辞と主辞の統辞的定義

述辞（prédìcat）は，発話の他の部分に従属せず，したがって統辞関係がつ

くる階層構造の頂点に位置する（２．１．を参照）．これが述辞の，統辞的な定義

である３．

（９）Il a une jolie voix .（Fred Vargas, Sans feu ni lieu , Collection J’ai lu,

１９９７, p.５７）

たとえば（９）において，uneと jolieは voixに従属している．（９）から voix

を消去すれば，それにともなって uneと jolieも姿を消す．また voixは（９）

において，une jolie voixという連辞の中心として，aに含まれる動詞記号素に

従属する．同様に（９）の ilも，aに含まれる動詞記号素に従属していると言っ

てよい．動詞記号素がなければ ilは現れえないからである（ilは，動詞記号素

の存在を必要とする接辞代名詞である）．

これらに対して（９）において aに含まれる動詞記号素は，発話の他の部分

に従属していない．ここでの（aに含まれる）動詞記号素は，ilや une jolie voix

による従属の対象として単に「そこにある」だけなのである．（９）において，

発話の他の部分に従属していない（aに含まれる）動詞記号素は，（９）の述

辞であるということになる．発話の他の部分に従属していないということは，

従属がつくる階層構造の頂点に位置することと同義である．

一方，主辞（sujet）は，述辞に対する義務的な従属要素として定義される４．

言い換えれば，述辞が別の表意単位の存在を選択の余地なしに要請するとき，

その表意単位が担う統辞機能を主辞と呼ぶ．

３ MARTINET（１９７９）あるいはMARTINET（１９８５）を参照．
４ MARTINET（１９７９）あるいはMARTINET（１９８５）を参照．

― 770―

（ 6）



（１０）Gary sait ?（Katherine Pancol, Les yeux jaunes des crocodiles , Collec-

tion Le Livre de Poche,２００６, p.４１５）

（１１）Pardon？（Brigitte Aubert, Rapports brefs et étranges avec l’ombre

d’un ange , Collection J’ai lu,２００２, p.７）

（１２）Patience . On a toute la nuit.（Jean−Christophe Grangé, La ligne

noire , Collection Le Livre de Poche,２００４, p.２４５）

たとえば（１０）における述辞（saitに含まれる動詞記号素）は，明示的に表

明されるかどうかはともかく，別の表意単位の存在を要請している．実際（１０）

の Garyを他の表意単位と入れ換えることは可能であっても，このような範列

関係の存在そのものを除去することはできない．したがって（１０）の Garyは

主辞であるということになる．

主辞は，述辞に対する従属要素である．述辞のない文は（述辞の定義から）

存在しない．しかし，（１１）の pardonや（１２）の patienceような主辞を持た

ない述辞は，少なからず存在する．述辞は主辞がなくても現れうるが，主辞が

述辞なしに現れることは（主辞の定義から）ありえない．

（１３）Il faut partir.（Guillaume Musso, L’appel de l’ange , Collection

Pocket,２０１１, p.４１５）

述辞と主辞の定義をまとめておこう．述辞は，発話の他の部分に従属してい

ない表意単位である．主辞は，述辞に対して義務的に従属する表意単位である．

このように統辞的に定義すべき存在である主辞は，（１３）における ilのように，

意味を持たないこともある５．

５ 意味を持たないこともある主辞を，意味の観点から定義することは，非常に困難であ
る．

動詞を非動詞化する記号素について（川島） ― 771―

（ 7）



２．４．記号素あるいは連辞の自律性

記号素あるいは連辞が統辞機能を内在的に含意しているとき，その記号素あ

るいは連辞は自律的（autonome）であると言われる６．

（１４）Dans chaque roman, Fonelle cherche Félicien .（Sophie Fontanel,

Fonelle est amoureuse , Collection J’ai lu,２００４, p.１９１）

（１５）Ton père vient à Rome ?（Ceux qui vont mourir te saluent , p.２２）

（１４）の Félicienが直接目的であることは，Fonelleとの相対的な位置関係に

よって標示される．Félicienや Fonelle自体に統辞機能が含意されているわけ

ではない．実際（１４）において Félicienと Fonelleの位置を逆にすれば，今度

は Fonelleが直接目的となる．（１４）の romanや（１５）の Romeの統辞機能は，

前置詞（dansや à）によって標示されている．名詞記号素の romanや固有名

詞記号素の Romeそのものに，統辞機能が含意されているわけではない．他の

記号素あるいは連辞の統辞機能を標示するための記号素（たとえば前置詞な

ど）は，機能辞（fonctionnel）と呼ばれる．

（１６）On a vraiment trop bu hier !（Brigitte Aubert, Funérarium , Collec-

tion Points,２００２, p.９１）

（１６）の onには，主辞であるという統辞機能が含意されている．（１６）にお

ける hierの統辞機能は「位置」によって標示されているわけでも「機能辞」

によって標示されているわけでもない．したがって（１６）の hierの統辞機能

は，いわば消去法的に，hierそのものに含意されていると考えざるをえない．

６ MARTINET（１９７９）あるいはMARTINET（１９８５）を参照．
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（１６）における onや hierは，自律的な記号素なのである．

非自律的な Romeに対して，機能辞をともなう à Romeは自律的である．機

能辞は，非自律的な記号素・連辞を自律化する記号素なのである．

２．５．動詞記号素の統辞的定義

フランス語の動詞記号素（人称・時制・法・アスペクトなどを含まない，動

詞概念のみの記号素）は，述辞に特化し，主辞機能を要請することのできる記

号素である（２．３．を参照）．

（１７）Je pense que le destin n’existe pas.（Je reviens te chercher , p.４６）

（１８）Ils parlent à maman qui leur répond !（Gamines , p.１２９）

他の記号素に影響を受けない限り，動詞記号素は述辞としてしか使用できな

い７．たとえば（１７）において existeが述辞でないのは，それが従属接続詞で

ある queをともなっているからである．また（１８）の répondがこの文の述辞

でないのは，それが関係代名詞である quiと共起しているからである．他の記

号素の助けを借りない限り，existeや répondに含まれる動詞記号素は述辞と

してしか使用することができない．

述辞に特化している動詞記号素は，自律的な記号素でもなければ非自律的な

記号素でもない（２．４．を参照）．階層構造の頂点である述辞は，従属の対象と

して単に「そこのある」だけであって，発話の他の部分に対する統辞機能を標

示する必要が，そもそもないからである．

（１９）Il n’y a plus de dentifrice. Zut !（Nicole de Buron, Vas−y maman ,

７ MARTINET（１９７９）あるいは MARTINET（１９８５）を参照．
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Collection J’ai lu,１９７８, p.６１）

（２０）Chut !（Roald Dahl, Charlie et la chocolaterie , Collection Folio Jun-

ior,１９６４, p.５３）

（２１）Merci , bonne nuit.（Maxime Chattam, Le sang du temps, Collection

Pocket,２００５, p.１０２）

述辞に特化した記号素としては，動詞記号素の他に，たとえば（１９）の zut，

（２０）の chut，（２１）のmerciのような間投詞と oui，si，nonがある．ただし，

間投詞および oui，si，nonは，動詞記号素とは異なり，主辞機能を要請する

ことはできない（あるいは要請する必要がない）．

２．６．現在分詞記号素・過去分詞記号素・不定詞記号素

（２２）の tombantは現在分詞，（２３）の tombéは過去分詞，そして（２４）の

tomberは不定詞と呼ばれる．

（２２）Tombant sur le lit, elle hésitait entre le rire et les larmes.（Eric−Em-

manuel Schmitt, Odette Toulemonde et autres histoires , Collection Le

Livre de Poche,２００６, p.９５）

（２３）Les nouvelles de ce parent tombé du ciel mirent la famille en joie.

（Eric−Emmanuel Schmitt, La secte des Égoïstes, Collection Le Livre

de Poche,１９９４, p.５９）

（２４）Je finis par tomber amoureux.（Elle ,４avril２００５, p.２０）

この三つ（現在分詞の tombant，現在分詞の tombé，不定詞の tomber）に，

同じ動詞記号素が含まれていることは自明である（２．５．を参照）．逆に言えば，

現在分詞，過去分詞，不定詞には共通部分の動詞記号素だけでなく，それぞれ

― 774―

（ 10）



に固有の表意単位も含まれているはずである８．これをそれぞれ，現在分詞記

号素，過去分詞記号素，不定詞記号素と呼ぶことにしよう．

要するに，現在分詞は動詞記号素と現在分詞記号素の連辞である．過去分詞

は，動詞記号素と過去分詞記号素からなる連辞である．そして不定詞は，動詞

記号素と不定詞記号素の連辞である．

（２５）J’ai commandé un autre café.（Patrice Leconte, Les Femmes aux

cheveux courts, Collection Le Livre de Poche,２００９, p.１１９）

（２６）Une Jeep est arrivée dix minutes après son appel.（Marc Levy, Le

premier jour , Collection Pocket,２００９, p.３６）

（２５）の ai commandéや（２６）の est arrivéeには複合過去記号素（完了アス

ペクト記号素）が含まれる．複合過去記号素は連辞ではなく単一の記号素であ

るから，そこに過去分詞記号素は含まれない．過去分詞記号素と複合過去記号

素は，互いに別物（同形異義）であると考えるべきである．

２．７．ジェロンディフ記号素

いわゆるジェロンディフは，動詞記号素とジェロンディフ記号素の連辞であ

る（２．５．を参照）．

（２７）Tout en mangeant , il consulte les livres qu’il vient d’acheter.

（Quelqu’un d’autre , p.３４３）

（２８）Tout en parlant , il les observait l’une et l’autre.（Jean−Christophe

Grangé, L’Empire des Loups, Collection Le Livre de Poche,２００３, p.

８ 川島（２０１２）を参照．
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３１６）

（２９）Comment pouvait−elle garder la ligne en mangeant autant ?（Guil-

laume Musso, La fille de papier , Collection Pocket,２０１０, p.１４５）

ジェロンディフが直前に toutをともなうという文脈を使って検討しよう．た

とえば（２７）の tout en mangeantと（２８）の tout en parlantに見られるよう

に，この文脈では動詞記号素を入れ換えることができる．また（２７）の tout en

mangeantと（２９）の en mangeantに見られるように，この文脈では toutを除

去することができる（ゼロ記号との入れ換えが成立する）．

しかし tout en mangeantや tout en parlantにおいて，enあるいは...antを

（ゼロ記号を含めて）他の表意単位と入れ換えることはできない．この事実は，

ジェロンディフにおいて enと...antの間に表意単位の「切れ目」がないという

ことを，明瞭に示している（２．２．を参照）．したがって「en ...ant」は二つの記

号素からなる連辞ではなく，単一の記号素であるということになる．

この「en ...ant」をジェロンディフ記号素と呼ぶことにしよう．ジェロンディ

フ（en Vant）は，動詞記号素（V）とジェロンディフ記号素（en ...ant）の連

辞である．

３．動詞記号素の非動詞化

３．１．非動詞化の統辞的定義

動詞記号素は統辞的な観点から，次の二つの性質で定義することができる

（２．５．を参照）．i）動詞記号素は，述辞に特化した記号素である．ii）動詞記号

素は，主辞機能を要請できる記号素である．

本稿では，動詞記号素が他の表意単位の影響で，この二つの特性を両方とも

失う現象を非動詞化（déverbalisation）と呼ぶことにする．つまり非動詞化さ

― 776―

（ 12）



れた動詞記号素は，述辞としてしか使えないわけではなく，また主辞機能を持

つこともできない．

（３０）C’était un beau sac de cuir, portant les initiales : L. C.（Boileau−

Narcejac, Terminus , Collection Folio,１９８０, p.４３）

たとえば（３０）に見られる portantは述辞に特化しているわけではなく，ま

た主辞機能を持つことができない．したがって portantに含まれる動詞記号素

は，非動詞化されているということになる．

（３１）Traumatisée , la nana.（L’Empire des Loups, p.３４８）

（３２）Eux, mentir ? (Thierry Jonquet, Du passé faisons table rase , Collec-

tion Folio,２００６, p.２４８）

非動詞化された動詞記号素が，（３１）の traumatiséeや（３２）のmentirでの

ように，述辞の位置に現れる可能性はある．ただし動詞記号素が非動詞化した

traumatiséeやmentirは，述辞としてしか使用できないわけではない（４．１．と

４．２．を参照）．つまり，もはや「述辞に特化」しているわけではない．

（３３）Je pense que vous avez besoin de repos.（Amélie Nothomb, Péplum ,

Le Livre de Poche,１９９６, p.８）

（３４）Je regarde Daphné, qui me regarde aussi.（Agnès Abécassis, Au se-

cours, il veut m’épouser ! , Collection Le Livre de Poche,２００７, p.２６６）

（３３）の avezに含まれる動詞記号素は，従属接続詞である queの影響によっ

て述辞としてのステイタスを失っている．ただし，そこから主辞機能が失われ
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たわけではない（主辞として vousがある）．同様に（３４）の regardeに含まれ

る動詞記号素は，関係代名詞である quiの存在によって述辞としてのステイタ

スを奪われているが，主辞機能の存在は維持している（主辞として quiがあ

る）．本稿では，これらのような事例を，（３０）の portantに見られるような完

全な「非動詞化」とは区別する．従属接続詞や関係代名詞による非動詞化は，

いわば不完全である．

（３５）Lui aussi a aimé , c’était il y a longtemps.（Le premier jour , p.４８４）

複合過去記号素は，動詞記号素を非動詞化しない（２．６．を参照）．たとえば，

複合過去記号素を含む（３５）の a aiméは述辞としてしか使用できず，また主

辞機能を持つことができる．

３．２．現在分詞記号素

動詞記号素を非動詞化することのできる記号素を，非動詞化記号素と呼ぶ

（３．１．を参照）．現在分詞記号素は（２．６．を参照），非動詞化記号素の一つである．

（３６）De loin, ils avaient l’air de deux collègues se lavant les mains.

（Marc Levy, La première nuit , Collection Pocket,２００９, p.４４２）

たとえば lavantという現在分詞は，動詞記号素と現在分詞記号素の連辞で

ある．（３６）においてそうであるように，lavantは述辞に特化しているわけで

はなく，また主辞機能を要請することもできない．この事実は，lavantに含ま

れる動詞記号素を現在分詞記号素が非動詞化していることを示している．
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３．３．過去分詞記号素

過去分詞記号素は（２．６．を参照），非動詞化記号素の一つであると考えられ

る（３．１．を参照）．

（３７）C’est un succès assuré.（La ligne noire, p.４４９）

たとえば assuréという過去分詞は，動詞記号素と過去分詞記号素の連辞で

ある．この assuréは，（３７）でのように，述辞に特化しているわけではない．

また主辞機能を持つ可能性もない．これらの事実から，assuréに含まれる動

詞記号素を，過去分詞記号素が非動詞化していることは明らかである．

３．４．不定詞記号素

不定詞詞記号素は（２．６．を参照），非動詞化記号素の一つである（３．１．を参

照）．

（３８）Je suis trop jeune pour mourir !（Guillaume Musso, Et après..., Col-

lection Pocket,２００４, p.１７５）

不定詞であるmourirは，動詞記号素と不定詞記号素の連辞である．この

mourirは，（３８）に見られるように，述辞としてしか使用できないわけではな

い．またmourirは，主辞機能を持つこともできない．したがってmourirに含

まれる動詞記号素を，不定詞記号素が非動詞化していると考えてよい．

３．５．ジェロンディフ記号素

ジェロンディフ記号素は（２．７．を参照），非動詞化記号素の一つであると考

えられる（３．１．を参照）．
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（３９）En attendant , je crois que Juliette est fatiguée.（Fred Vargas, De-

bout les morts , Collection J’ai lu,１９９５, p.７１）

（４０）En tremblant , elle déchira l’emballage plastique［...］.（Guillaume

Musso, Sauve−moi , Collection Pocket,２００５, p.２００）

（３９）の en attendantや（４０）の en tremblantに見られるように，ジェロン

ディフは述辞に特化しているわけでも，主辞機能を持ちうるわけでもない．ジェ

ロンディフに含まれる動詞記号素を，ジェロンディフ記号素が非動詞化してい

ることは明らかである．

３．６．まとめ

現在分詞記号素，過去分詞記号素，不定詞記号素，ジェロンディフ記号素と

の共起は，動詞記号素から次の二つの特性を剥奪する．i）動詞は，述辞に特

化した記号素である．ii）動詞は，主辞機能を要請できる記号素である．

この事実に着目して，現在分詞記号素，過去分詞記号素，不定詞記号素，ジェ

ロンディフ記号素をまとめて非動詞化記号素と呼ぶ．言い換えれば，現在分詞

記号素，過去分詞記号素，不定詞記号素，ジェロンディフ記号素には，非動詞

化記号素であるという共通点がある．

４．非動詞化記号素の多様性

４．１．現在分詞記号素や過去分詞記号素による動詞記号素の形容詞的な自律化

現在分詞記号素あるいは過去分詞記号素の存在は（３．２．と３．３．を参照），動

詞記号素を形容詞記号素に，統辞的に接近させる．形容詞記号素に接近させる

という点で，動詞記号素を自律化していると言うこともできる（２．４．を参照）．
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（４１）Le bureau de Sam consistait en une pièce sobre donnant sur le

fleuve .（Sauve−moi , p.１７１）

（４２）Lempereur n’aura été qu’une étoile filante dans le monde de la cui-

sine. Un météore créé par les médias et qui s’est finalement laissé

dévorer par le système［...］.（L’appel de l’ange , p.１０７）

たとえば（４１）の donnant sur le fleuveや（４２）の créé par les médiasは，

付加形容詞である（４１）の sobreや（４２）の filanteと同様に，名詞記号素に

従属している．

（４３）Tremblant de colère , Nathan explosa soudain.（Et après..., p.１７０）

（４４）Intrigué , Mark la regarda plus attentivement :［...］.（Guillaume

Musso, Parce que je t’aime , Collection Pocket,２００７, p.１１３）

（４５）Curieuse , Evie se tourna vers Mark［...］.（Parce que je t’aime , p.

１３４）

（４３）の現在分詞（tremblant）や（４４）の過去分詞（intrigué）の統辞機能

は，主辞に対する同格であるという点で，形容詞である（４５）の curieuseの

統辞機能に匹敵する．

（４６）Je te voyais bridgeant chez les Daret, ou...（Françoise Sagan, Aimez−

vous Brahms ..., Collection Pocket,１９５９, p.５８）

（４７）Je voyais Gaspard, dans sa retraite hautaine, occupé à écrire cette

métaphysique...［...］.（La secte des Égoïstes, p.９３）

（４８）Lombard est drôle,［...］. Je l’ai vu très amusant .（Françoise Sagan,

Bonjour tristesse , Collection Le Livre de Poche,１９５４, p.２１）
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（４６）の brigeantや（４７）の occupéの分布は，直接目的に対する属詞であ

るという点で（４８）の amusantの分布にほぼ等しい．（４８）の trèsをともなう

amusantは，形容詞であると考えてよい．

現在分詞記号素と過去分詞記号素の分布は，いつも対称的であるわけではな

い．

（４９）Chaque acteur est payé cinq cents francs la journée.（Tonino Benac-

quista, Saga , Collection Folio,１９９７, p.８２）

（５０）Je suis attendu par le Dr Morales,［...］.（L’appel de l’ange , p.２０６）

（５１）Le chantage est sévèrement puni par la loi,［...］.（Et après..., p.３１６）

たとえば（４９）の payé，（５０）の attendu，（５１）の puniのように，過去分

詞記号素によって非動詞化された動詞記号素（つまり過去分詞）は，繋辞と結

び付くことができる．

これに対して，現在分詞記号素と共起する動詞記号素（つまり現在分詞）

は，繋辞と結び付くことができない．

（５２）Il ne sera pas trop regardant .（Les yeux jaunes des crocodiles , p.４２４）

（５３）Qu’est−ce qui est dégoûtant ?（Bonjour tristesse , p.４１）

（５４）Tu fais peur, tu es effrayant .（Arnaud Desplechin, Comment je me

suis disputé ...（ma vie sexuelle）, Hachette,１９９６, p.１６４）

（５５）Mickey, lui, est partant pour une belote,［...］.（Sébastien Japrisot,

L’été meurtrier , Collection Folio,１９７７, p.１１８）

（５２）の regardant，（５３）の dégoûtant，（５４）の effrayant，（５５）の partant

は，どれも現在分詞ではなく形容詞である．実際，これらの regardant，
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dégoûtant，effrayantは目的辞機能を受入れることができない（現在分詞であ

れば可能）．（５５）の partantは，主辞の性・数によって形態が変化する．

４．２．不定詞記号素による非動詞化の無標性

不定詞記号素は（３．４．を参照），動詞記号素を単に非動詞化するだけの記号

素である．

（５６）Penser rend triste ;［...］.（Frédéric Beigbeder, L’amour dure trois

ans , Collection Folio,１９９７, p.１５）

（５７）L’idée qu’il soit loin la rend infiniment triste.（Agathe Hochberg,

Mes amies, mes amours, mais encore ? , Collection Pocket,２００５, p.

１９９）

（５８）J’aime donner mon avis sur tout .（Debout les morts , pp.４０－４１）

（５９）［...］, j’aime beaucoup les animaux .（Funérarium , p.２０）

（６０）Il faut essayer .（Terminus , p.６５）

（６１）［...］, et pour construire quelque chose de cohérent il faut un plan .

（La première nuit , p.４５５）

（６２）J’ai envie de revoir Bianca .（Tonino Benacquista, La commedia des

ratés , Collection Folio,１９９１, p.１１８）

（６３）J’ai envie de changement , en ce moment.（Au secours, il veut

m’épouser ! , p.６６）

（６４）Il a besoin de réfléchir .（Ceux qui vont mourir te saluent , p.１１８）

（６５）Il avait besoin d’air .（Sauve−moi , p.２５２）

動詞記号素と不定詞記号素の連辞（つまり不定詞）は，（５６）の penser，

（５８）の donner...，（６０）の essayer，（６２）の revoir...，（６４）の réflécihrのよう
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に，名詞（句）と同じ位置に現れることがある．名詞（句）と同じ分布である

という点では，これらの不定詞は，統辞的に名詞句に相当すると言うことがで

きる．

しかし不定詞（動詞記号素と不定詞記号素の連辞）は，名詞（句）が現れな

いような位置に現れることもある．

（６６）Il a beau sourire , son discours manque de conviction.（Serge Brus-

solo, La fenêtre jaune , Collection Le Livre de Poche,２００７, p.１６）

（６７）Je suis retourné au café boire une autre bière.（L’été meurtrier , p.

５１）

（６８）Il n’y a pas à hésiter .（Bernard Werber, Les fourmis , Collection Le

Livre de Poche,１９９１, p.３８）

たとえば（６６）の sourire，（６７）の boire...，（６８）の hésiterはどれも，名

詞（句）と入れ換えることができない．したがって，これらの不定詞を名詞

（句）に相当すると判定する根拠はない．

不定詞記号素によって非動詞化された動詞記号素は，名詞（句）に相当する

こともあれば，そうでないこともある．この事実は，不定詞記号素の存在によっ

て，動詞記号素に特定の統辞特性が生じるわけではないことを明瞭に示して

いる．

（６９）Il sentait ses mains trembler .（Debout les morts , p.１８２）

（７０）Mais je sentais Keira inquiète［...］.（Le premier jour , p.３４４）

（７１）Je voyais pas Trevor Hamilton avoir des amis et passer ses nuits à

danser,［...］.（Maxime Chattam, Maléfices , Collection Pocket,２００４,

p.４２９）
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（７２）Je ne te vois pas travaillant dans un atelier ou sur des écha-

faudages.（Georges Simenon, Le Petit Saint , Collection Le Livre de

Poche,１９６４, p.１３０）

（７３）Keira avait interrompu sa lecture, inquiète de me voir si troublé .

（La première nuit , p.２９７）

（６９）の tremblerと（７０）の inquiète，あるいは（７１）の avoir... et passer...

と（７２）の travaillantおよび（７３）の troubléに見られるように，不定詞記号

素と動詞記号素の連辞は，形容詞，現在分詞，過去分詞と同じ分布に現れるこ

ともある．分布から判断すれば，（６９）の tremblerや（７１）の avoir... et passer...

には形容詞的な側面があると言うことができる．

（７４）Je suis venu boire un café .（Anna Gavalda, Ensemble, c’est tout , Col-

lection J’ai lu,２００４, p.４７１）

（７５）Je suis venu pour te dire la vérité.（Marc Levy, La prochaine fois ,

Collection Pocket,２００４, p.１９０）

（７４）の boire...の統辞機能は，（７５）の pour te dire...に匹敵する．この事実

からは（７４）の boire...を副詞的だと考えることも可能である．

不定詞記号素の存在によって，動詞記号素に特定の統辞特性が生じるわけで

はない．不定詞記号素と動詞記号素の連辞（不定詞）は，非自律的な連辞であ

る．不定詞記号素は動詞記号素を，単に非動詞化させるだけなのである．

４．３．ジェロンディフ記号素による動詞記号素の非形容詞的な自律化

ジェロンディフ記号素と動詞記号素の連辞（つまりジェロンディフ）は自律

的な連辞である．つまりジェロンディフ記号素は，動詞記号素を自律化する
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（２．４．を参照）．

（７６）Il pleurait presque, tout en parlant .（Boileau−Narcejac, Sueurs froi-

des , Collection Folio,１９５８, p.１１７）

（７７）En parlant de mère abusive, tu ne connais pas ma tante Angèle ?

（Agnès Abécassis, Chouette, une ride ! , Collection Le Livre de Po-

che,２００９, p.１０６）

たとえば（７６）の en parlantは，pleuraitに含まれる動詞記号素に従属して

いる．（７７）の en parlant...は文副詞的であると言われる．これらの統辞機能は

「位置」によって示されているわけでも「機能辞」によって示されているわけ

でもない（enはジェロンディフ記号素の一部分）．

ジェロンディフ記号素と動詞記号素の連辞は，名詞記号素に従属することも，

属詞の位置に現れることもできない．つまり，現在分詞記号素や過去分詞記号

素の場合とは違って（４．１．を参照），ジェロンディフ記号素は動詞記号素を形

容詞記号素に接近させるわけではない．

４．４．まとめ

現在分詞記号素や過去分詞記号素は，動詞記号素を形容詞的に自律化する．

ただし，現在分詞記号素と過去分詞記号素の分布がいつも対称的であるわけで

はない．不定詞記号素は，動詞記号素を自律化しない．不定詞記号素は動詞記

号素を，単に非動詞化するだけである．そしてジェロンディフ記号素は，動詞

記号素を非形容詞的に自律化する．
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５．まとめ

動詞記号素から次の二つの性質を剥奪する記号素を，非動詞化記号素と呼ぶ．

i）動詞記号素は，述辞に特化した記号素である．ii）動詞記号素は，主辞機能

を要請できる記号素である．

つまり非動詞化された動詞記号素は，述辞としてしか使えないわけではなく，

また主辞機能を持つこともできない．

（７８）Les enfants vivant dans les villes sont au courant de la mode.（Elle ,

３０mai２００５, p.３９）

（７９）Où est le Matisse acheté en５３ ?（Tonino Benacquista, Trois carrés

rouges sur fond noir , Collection Folio,１９９０, p.５９）

（８０）Puis je suis remonté m’habiller .（Marc Levy, Le voleur d’ombres ,

Collection Pocket,２０１０, p.７７）

（８１）Tout en remontant Kearney Street, le tacot retrouva un semblant de

stabilité.（L’appel de l’ange , p.３５）

フランス語の非動詞化記号素としては，たとえば，（７８）の vivantに含まれ

る現在分詞記号素，（７９）の achetéに含まれる過去分詞記号素，（８０）の habiller

に含まれる不定詞記号素そして（８１）の en remontantに含まれるジェロン

ディフ記号素がある．

現在分詞記号素や過去分詞記号素は，動詞記号素を形容詞的に自律化する．

ただし，現在分詞記号素と過去分詞記号素の分布がいつも同一であるわけでは

ない．ジェロンディフ記号素は，動詞記号素を非形容詞的に自律化する．そし

て不定詞記号素は，動詞記号素を自律化しない．不定詞記号素は動詞記号素を，

単に非動詞化するだけである．不定詞記号素は，いわば無標の非動詞化記号素

動詞を非動詞化する記号素について（川島） ― 787―
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である．
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